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図-2  システム構成 





























図-5  口コミの投稿例 










































































班 性別 市区町村 
男性 女性 和歌山市 その他 
システムA 3 1 3 1 
システムB 2 2 3 1 
紙A 3 1 3 1 
紙B 3 1 2 2 
計 11 5 11 5 
 
表-1  実験協力者の属性 
(a)表示可能なハザードマップ (b) ハザードマップの表示例 






























びArcGIS API for JavaScriptではなく，Googleマップおよ











































































































1 2 3 4 5 
(1) 私は，防災マップづくりを通して，地域の危険性・安全
性に関心を持った． 
システム 0 0 0 3 5 5 5 
紙 0 0 0 6 2 4 4 
(2) 私は，防災マップづくりを通して，まちをより良く知る
ことができた． 
システム 0 0 0 3 5 5 5 
紙 0 1 0 6 1 4 4 
(3) 私は，防災マップづくりを通して，他の参加者とコミュ
ニケーションを取ることできた． 
システム 0 0 1 5 2 4 4 
紙 0 1 0 4 3 4 4 
 




























 表-2 (3) 「私は，防災マップづくりを通して，他の参
加者とコミュニケーションを取ることできた」という質
問項目において，システム班は中央値4，最頻値4，紙班
は中央値4，最頻値4であった． 
 システム班の「強く同意する」と答えた実験協力者は， 
「他者と防災マップ作成をすると，自分の考えを共有で
き，また他者の意見を聞く必要があるので同意する」と
答えていた．一方で，「どちらでもない」と答えた実験
協力者は，「みながスマートフォンをみているため，参
加者同士での会話が少し減るのではないかと感じた．入
力する人は，特定の人でもよい気がした」と答えていた．
コミュニケーションを取ることができていると答えた実
験協力者がいたが，システムの利用によってコミュニ
ケーションが減る可能性があることを指摘している実験
協力者がいた． 
 紙班の実験協力者は，「アナログであったために書き
漏らしが発生したため，その部分を補うためにも，コ
ミュニケーションは必須だった」「他者と意見交換する
ことで，よりよい防災マップが作れるから．よい防災
マップを作ることがチームの共通認識でコミュニケー
ションがしやすかったから」と答えていた． 
 
６．おわりに 
 
 本稿では，防災マップづくり一貫支援システム「あが
らマップ」の開発を行い，和歌山県和歌山市口須佐地区
で実験を行った． 
 実験の結果，あがらマップは，まち歩きによる情報収
集，防災マップづくりおよび発表までの，一貫した支援
が可能であり，効率的な作業支援に寄与することを確認
した．また，アンケート調査の結果，あがらマップは，
従来の紙地図を用いた防災マップづくりと同様に，地域
の危険性・安全性に関心を持つことを促し，まちのこと
をより良く知るといった効果が期待できる． 
 今後は，あがらマップを用いて，地域の自主防災組織
などが主体となって行う防災マップづくりへの適用を行
い，継続的な評価を行う． 
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